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要　　旨
　本報告では，霧ヶ峰地域に分布する黒曜石原産地のうち，長和町男女倉南地区と下諏訪町星ヶ台地区の踏査成果を報告す
る．本研究は，先史時代における黒曜石原産地の開発の様相と消費地での黒曜石製石器群の分布状況とを総合的に理解する
ための枠組みを構築するという目的のもとにおこなったものである．この目的を達成するため，まずは霧ヶ峰地域全体につ
いて，地質学的な所見から得られる黒曜石の産出状況とそこに残された先史時代人類の活動痕跡を踏査によって整理してい
くこととした．
　結果として，地質学的な成果としては，新たな黒曜石の産出地を男女倉南地区より 9 箇所，星ヶ台地区より 3 箇所見いだ
した . 考古学的な成果としては，7 箇所のいわゆる原産地遺跡を発見することができ，原産地における遺跡のパターンにつ
いて，5 つの状況を整理した . 今後の課題として，和田峠流紋岩と鷹山火山岩類の内部と周辺をさらに悉皆的に踏査するこ
とで両者の関係を明確にし，黒曜石の産出する岩体の理解をさらに更新していく必要がある .　そして，地質学的な原産地
と考古学的な原産地の新たな認識を得るため，霧ヶ峰地域におけるより完成度の高い黒曜石原産地マップを作成していく必
要があると考える .
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１．研究の目的と方法

1-1　目的と方法

　本研究は，先史時代における黒曜石原産地の開発の様

相と消費地での黒曜石製石器群の分布状況とを総合的に

理解するための枠組みを構築するという目的のもとに

おこなったものである．目的達成のための方法として，

次の 4 つのサブテーマを設けて進めている（及川ほか

2013，2014）．A．黒曜石の産出状況の把握と地質学的

特徴の解明，B．黒曜石の獲得方法の解明（原産地遺跡

の分析），C．黒曜石の利用状況の解明（消費地遺跡の

分析），D．黒曜石獲得者の特定．このうち，本報告は

サブテーマ A に絞り，原産地での開発の状況について

実態解明を進めるため，まずはどこでどのような原石が

どれくらい，どのように産出しているのか，産出状況と

地質学的特徴を把握すること，さらにサブテーマ B の

手がかりを得ることを具体的な目標としている．

　2012 年度と 2013 年度の踏査によって，多数の黒曜石

原産地と遺跡を新たに発見することができた．その成果

から以下の 2 つの課題を得た．それは，「原産地開発史」

（宮坂 2009 ; 及川 2012）として個別原産地の開発と利用

の状況を発掘調査という手段によって具体的に明らかに
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していくこと．霧ヶ峰地域全体を対象として，地質学的

な所見から得られる黒曜石の産出状況と，そこに残され

た先史時代人類の活動痕跡の整理を踏査によって実施し

ていくこと，である．著者らは，後者の課題について継

続的に取り組むことが研究全体を進めるための近道であ

ると判断し，さらなる踏査によって，まずは霧ヶ峰地域

におけるより完成度の高い黒曜石原産地マップを作成す

ることに当面の目標を据えることにした．踏査に際して，

ハンディ型 GPS（GARMIN GPSmap 62CJ）を用いて地

形図に緯度，経度，標高を記録し，自然状態の黒曜石原

石の産出状況や分布範囲，地形，産出する岩体について

の基礎情報を整理する．黒曜石を含む岩体の形成年代に

ついては将来的に検討する．また散布地点ごとの黒曜石

の大きさ，形状，石質，色，礫面の状況などの詳細を明

らかにするとともに，遺跡の有無とその範囲についても

明らかにする． 

　本報告では，霧ヶ峰地域に分布する黒曜石原産地のう

ち，長和町男女倉南地区と下諏訪町星ヶ台地区の踏査成

果を報告する．1 を及川と宮坂， 2 を今田・川井・河内・

角原・藤川・高村・灘・野村・藤原，3 を隅田，4 を及

川と隅田，宮坂が執筆した．

1-2　踏査対象原産地の概要

　長野県霧ヶ峰地域における第四紀火山岩類は，三峰火

山岩類，和田峠火山岩類，鷹山火山岩類，霧ヶ峰火山岩

類に大分される（沢村・大和 1953; 諏訪教育会編 1975; 

山崎ほか 1976; 熊井ほか 1994; 中井ほか 2000; Oikawa 

and Nishiki 2005）．及川ほか（2014）では，霧ヶ峰地域

における黒曜石原産地の場所が和田峠火山岩類に相当す

る和田峠流紋岩と鷹山火山岩類の分布範囲に密接に関連

していることが明らかにされた（図 8）．

　原産地の全貌を地質学的な成果と考古学的な成果に

よって明らかとしていくため，有意と考えられる地形を

単位に，便宜的に分布地域を九つに分け（大区分），さ

らにその中の原産地の地点（産出状況）について番号を

付し整理した（小区分）．本調査では，和田峠流紋岩の

岩体境界部を中心に，まず悉皆的な踏査が実施されてい

なかった男女倉南地区と星ヶ台地区を対象とすることと

した．

　男女倉南地区はこれまで，黒曜石原産地としてはほと

んど着目されてこなかった地区である．男女倉谷周辺の

黒曜石原産地は，高松沢周辺（男女倉北；図 8）の転石

がその主な産出状況として理解されており，遺跡の存在

についてもそれら転石を利用して男女倉遺跡群が形成さ

れているとの認識が提示されてきた（森嶋ほか 1993）．

黒曜石の特徴は，高松沢や牧ヶ沢では球顆を多く含むも

のが知られている．理化学的な手法を用いた原産地同定

分析による判別産地についても，男女倉北地区の高松沢，

牧ヶ沢を主体として，男女倉南地区の本沢下，ブドウ沢

の一部が挙げられているのみであった．著者らは高松沢

周辺の従来知られていた原産地について男女倉北地区と

して区分することにした（図 8）．

　星ヶ台地区では，1998 年から 1999 年にかけて黒曜石

原産地遺跡分布調査の一環で長野県教育委員会と下諏訪

町教育委員会が調査を実施し，黒曜石の分布範囲と産出

状況を確認した．ウツギ沢（Hd-5：図 8）と萩原沢（Hd-

6, -8：図 8）では，沢筋に転石として黒曜石原石を確認

できた．「ウツギ沢」という名称は，合倉沢の支流であ

るウツギ沢の中流域にあたる場所であることから名付け

ている．当該地の所見については，宮坂・田中（2001，

2008）に記載してある．黒曜石の特徴は，無色透明とい

う点では星ヶ塔や星ヶ台・観音沢のものと一致するが，

点状の不純物を多く含むという違いを認識していた．こ

の地点では遺物の採集はないものの，星ヶ塔に近接する

場所で多量の黒曜石が得られるということを考慮して黒

曜石採掘址が存在する可能性も予想していた．2000 年

以降，下諏訪町教育委員会の調査は星ヶ塔遺跡の調査に

主力が注がれたため，ウツギ沢の調査は行われていない．

なおこの間，ウツギ沢一帯では間伐事業が実施され，うっ

そうとした森が見通しの良い森へと変化し，観察するに

は良い条件となっている．

　萩原沢についてはウツギ沢と同時期に下諏訪町教育委

員会と長野県教育委員会が調査を実施している．萩原沢

の調査経過と成果についても宮坂・田中（2001，2008）

に記載してあるので詳細は参照されたい．転石供給源に

近い沢筋で敲石を 1 点採集しており，石器時代人がこの

場所に訪れていたこと，さらに黒曜石採掘址の存在する

可能性も予想していた． 

及川　穣	ほか
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図 １　霧ヶ峰地域における踏査範囲：2012 ～ 2014 年度　（KASHMIR 3D を用いて作成）

図 2　男女倉南地区の踏査範囲（2014 年度） 図 3　星ヶ台地区の踏査範囲（2014 年度）
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及川　穣	ほか

表 １　霧ヶ峰地域の踏査範囲における GPS 登録地点一覧（2014 年度）
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2．霧ヶ峰地域における黒曜石原産地の踏査成果

2-1　男女倉南地区

2-1-1　地形の特徴と黒曜石の分布状況

（1）ブドウ沢周辺

　男女倉南地区では，踏査 1 日目にブドウ沢周辺で踏査

を実施し，16 箇所（GPSNo.1 ～ 16，以下 GPS を省略）

の地点を登録した（表 1 ; 図 1・2）．まず，スタート地

点である No.1 地点を登録し，ブドウ沢左岸の斜面を登っ

た．

　No.2 は尾根上の地点であり，小粒の黒曜石が地表に

みられた．No.3 は尾根の東側の斜面に位置し，崖錐堆

積中に橙褐色の黒曜石原石・石器が包含されていた．ま

たワインレッドに透き通る黒曜石製の剥片も確認した

（写真 9）．No.4，No.5 も No.3 と同様に東側の斜面に位

置しており，共に崖錐堆積中に橙褐色黒曜石の原石・石

器を確認している．No.5 においては特に多くの橙褐色

黒曜石が確認された．No.6 はブドウ沢左岸に面した尾

根からさらに東に延びる尾根の平坦部に位置する．表層

に黒曜石の原石を多量に確認し，旧石器時代のものと

考えられる黒曜石製の石器 1 点も発見した（図 4 の 2）．

No.7 は尾根上の地点であり，表層に多量の黒曜石が散

在しているのを確認したが石器は確認できなかった．同

尾根上の No.8 は黒曜石の分布が途切れた地点である．

No.9 は No.7 から南西に斜面を登った地点に位置してい

る．段状の地形になっており，表層には黒曜石の原石が

確認された．

　No.10 はブドウ沢左岸に面した尾根からさらに北に延

びる尾根の先端付近に位置する．尾根の斜面に黒曜石の

露頭が存在し，黒曜石の原石・石器を確認した（写真

10）．多様な石質の原石と石器の認められることがこの

地点の特徴である．No.11 は No.10 の西側に位置する地

点で，No.12 は No.10 の南側の斜面に位置する．いずれ

も表層において小粒の黒曜石を多量に確認しているが石

長野県霧ヶ峰地域における黒曜石原産地の踏査報告	⑵

表 2　霧ヶ峰地域の踏査範囲における地点別黒曜石の器種と石質，大きさ
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器は確認できなかった．

　No.13 はブドウ沢左岸に面した尾根の付け根付近に位

置しており，小粒の黒曜石が多量に包含された露頭（表

層集中）を確認している．No.14 は尾根の西側の林道沿

いの地点であり，崖錐堆積中に黒曜石が包含されている

のを確認した．同じ林道沿いに No.15 は位置しており，

黒曜石の原石を包含した白色の流紋岩の露頭を確認して

いる．

　No.16 はブドウ沢右岸の緩やかな斜面を登った地点で

あり，表層において流紋岩片とともに黒曜石の原石が散

在しているのを確認している．

（2）本沢左岸

　本沢左岸に面した北東に延びる尾根では，9 箇所の地

点を No.17 ～ 25 として登録した．以下では，各地点の

地形の特徴と黒曜石の分布状況について触れる．

　まず，No.17 をスタート地点とし，本沢左岸の谷地形

となっている斜面を登り，No.18 ～ 20 地点を登録した．

No.18 は，No.17 から谷沿いの急斜面を登った平坦な尾

根上に位置する．表層に，拳大で球顆を含む黒曜石原石

を多量に確認した．No18 地点周辺では，拳大の原石は

みられたものの，石器は確認されていない．No.19 は，

No.18 の斜面直上に位置し，黒曜石原石とともに流紋岩

片が散在している．No.20 も流紋岩の露頭であり，黒曜

石の分布限界である．これより北側に位置する 2 つの尾

根で No.21 ～ 25 地点を登録した．

　No.21 は，北東側に延びる尾根の付け根付近に位置し，

流紋岩の露頭が確認でき，少量ながら黒曜石原石も認め

られる．尾根上を北東側に下った No.22 では，斜面上に

黒曜石の露頭を確認した（写真 11）．No.23，24 では流

紋岩片が分布しており，黒曜石原石の分布が途切れた．

No.25 を境として斜面上における黒曜石原石の分布が途

切れることから，黒曜石の分布限界と判断した．

（3）本沢上流部・本沢右岸

　本沢上流部では，No.26 ～ No.28 の地点を登録した．

まず，No.26 の本沢沿いで，豆粒大の黒曜石を少量確

認した．供給源はこれより上流にあると考えられた．

No.27 では，小粒の黒曜石を包含する火砕岩の露頭を確

認した．また，No.28 では崖錐堆積物中に黒曜石が認め

られた．

　本沢右岸に面した斜面においては，北側で No.29 ～

No.33，南側で No.34 ～ No.38 の地点を登録している．

　No.29 では，球顆が入りワインレッドに透き通る黒曜

石製の残核を採集した．星ヶ台地区でみられるワイン

レッド黒曜石と似ており，持ち込まれた可能性を指摘し

得る．斜面を登った No.30・32 地点では崖錐堆積物中に

黒曜石原石を確認した．No.31 地点は流紋岩の露頭で，

一部に黒曜石化したものが認められた（写真 12）．この

南側に位置する沢（No.33）では，谷沿いに流紋岩とと

もに小粒の黒曜石原石の表層集中を確認した．

　本沢右岸南側に移った No.34 では，黒曜石原石の表層

集中を確認し，No.34 と No.35 の両地点で多数の剥片と

残核を確認した．No.36 では流紋岩片が分布しはじめた

ため黒曜石の分布限界とした．No.37・38 は，原石の分

布は認められるものの，石器は確認されなかった．

2-1-2　資料の特徴

（1）原石の特徴

　今回の踏査において男女倉南地区で確認した資料は表

2 のとおりである．以下では各地点における黒曜石の特

徴について記述する．なお，表 2 掲載の黒曜石石質分類

は宮坂・田中（2008）を参考にした．

　No.3 から No.6（Os-3；図 8，以下図 8 を省略）にか

けては橙褐色で球顆を含む黒曜石が主体である（写真

1）．橙褐色黒曜石原石の形状は角礫状のものが主体で，

礫面は黄褐色でサンドペーパー状のざらつく表皮に覆わ

れている．橙褐色の他に，透明 1，漆黒 1，霜降り状の

乳白色のものがみられる．透明 1 の原石形状は角礫状と

亜角礫状の両方がみられ，ざらつく表皮に覆われるこ

とや，球顆を多量に含むことが特徴である．漆黒 1 は

No.6 で 1 点のみ確認され，亜角礫状の形状を成し，ざ

らつく表皮に覆われ，球顆は含まない．霜降り状の乳白

色のものは No.6 で 4 点が確認されており，すべて亜角

礫状の形状である．礫面が軽石状のざらつく表皮に覆わ

れ，細かな球顆を含んでいる．

　No.9（Os-3）では透明 1 のみが認められる．原石形状

は角礫状を成すものが主体である．礫面はざらつく表皮

に覆われ，球顆を含んでいるものや，白色の模様が筋状

に入るものが認められる．

及川　穣	ほか
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図 4　男女倉南地区　No.3-9，No.10-12（ブドウ沢左岸）の石器
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　No.10 から No.12（Os-4）では透明 1 の黒曜石が主体

である（写真 2）．形状は角礫状と亜角礫状の両方がみ

られ，礫面はざらつく表皮に覆われ，球顆を含んでいる．

透明 1 の他に，透明 2，橙褐色，霜降り状の乳白色のも

の，灰黒色のものが認められる．透明2はNo.10でみられ，

すべて亜角礫状である．球顆をほとんど含まない．透明

5 は No.10 で 2 点認められ，形状は角礫状を呈す．球顆

が含まれ，縞状模様の入る点を特徴として挙げることが

できる．橙褐色のものは No12 で 1 点のみ認められ，形

状は角礫状を呈す．霜降り状の乳白色のものは No.10 で

認められ，形状は角礫状を呈す．

　No.13（Os-5）は透明 1 の黒曜石のみで，小さな原石

しか認められない．形状はすべて亜角礫状を呈す．擦り

ガラス状の礫面や球顆を含む点，白色の筋状模様が入る

点が特徴である．No.14（Os-6）では，崖錐堆積中に黒

曜石が含まれているのを確認した．No.16（Os-7）では，

透明 1 の黒曜石が主体である．すべて亜角礫状を呈し，

礫面はざらつく表皮に覆われ，球顆を含んでいる．透明

1 の他に，1 点のみ透明 2 が認められる．

　No.18 から No.20（Os-1）は透明 1 の黒曜石のみが認

められた（写真 3）．形状は角礫状のものが主体で亜角

礫状のものは少量である．礫面はざらつく表皮に覆われ，

球顆を多量に含む点が特徴である．透明 1 の中には，赤

い筋の入ったものも数点認められる．形状は角礫状を呈

す．No.21 から No.25（Os-1）でも透明 1 の黒曜石のみ

が認められる．形状は角礫状のものを主体とし，礫面は

ざらつく表皮に覆われ，球顆が多量に含まれること，筋

状模様が入ることが特徴である．

　No.26 から No.28（Os-8）にかけては透明 1 を主体と

している．形状はすべて亜角礫状であり，球顆を多量に

含む点が特徴である．透明 1 の他に，透明 2 が認められ，

形状はすべて亜角礫状を呈し，礫面に細かく発泡したよ

うな質感のある点が特徴である．

　No.29 から No.32（Os-9）では透明 1 が主体である（写

真 4）．形状は角礫状のものが主体である．礫面には発

泡したような質感が認められ，ざらつく表皮に覆われて

及川　穣	ほか

図 5　男女倉南地区　No.29-32，No.34-38（本沢右岸）の石器
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おり球顆が含まれる．透明 1 の他に，橙褐色のものが

No.32 地点でのみ認められる．

　No.33（Os-10）では数点の透明 2 のみが認められる．

形状はすべて角礫状を呈し，擦りガラス状の礫面に覆わ

れている．

　No.34 から No.38（Os-12）では漆黒 1 のみが認められ

る（写真 5）．形状は角礫状，板状を呈す．礫面には細

かく発泡したような質感がみられ，球顆を含まず良質で

光沢のある質感である．

（2）石器の特徴

　男女倉南地区各地点で多数の石器を確認した（表 2）．

以下では各地点における石器の特徴についてまとめる．

　No.3-9 地点では，橙褐色と透明 1 とした黒曜石を用

いた剥片，残核が主体的に認められる（図 4 の 1 ～ 4）．

いずれもこの地点に産出する原石を用いたものであると

考えられ，剥片と残核に残る礫面からは共に角礫状の

切り立った礫面を認めることができ，形状には板状の

原石を素材としているものが多く認められる（同図 3）．

No.3 にのみ，透明 2 とした他産地産の黒曜石製の剥片

を 1 点確認した（写真 1 の左下）．なお，同図 2 は水和

層が発達しており，打面調整も認められることから，旧

石器時代の剥片の可能性もある．

　No.10-12 地点では，剥片と残核に 7 種類の黒曜石（透

明1～5，漆黒1，霜降り状の乳白色）が用いられている（同

図 5 ～ 9，写真 2）．透明 1 以外は本地点に産出しない黒

曜石であると考えられ，平坦な峠状地形に残されている

ことと合わせ，特徴的である． 

　No.29-32 地点では，崖錐堆積中に透明 1 とした原石が

産出しているものの，これを利用した石器は認められず，

透明 2 とした他産地産の黒曜石製の残核を 1 点のみ確認

した（図 5 の 10）．球顆を含まず良質の黒曜石である．

自然面を打面としてほぼ原石と同サイズの幅広の剥片を

剥離している．水和層の発達が著しい．

　No.34-38 地点では，漆黒 1 とした原石が表層に多量に

分布しており，これを利用した剥片と残核が認められた

（同図 11 ～ 14）．12 の剥片や 14 の残核から読み取れる

とおり，板状を呈する原石を素材としたものが主体であ

る．残核には 3 点のみ，透明 1 の黒曜石が認められる（写

真 5 右下）．No.3-9 地点などに認められる透明 1 とは異

なり，球顆をほとんど含まず良質で擦りガラス状の礫面

を有している．

2-2　星ヶ台地区

2-2-1　地形の特徴と黒曜石の分布状況

（1）萩原沢

　萩原沢では，15 箇所（No.1 ～ 15）を登録した（表 1 ; 

図 1・3）．まず No.1 をスタート地点として登録し，上

流に向かって沢沿いに進んだところ，右岸標高 1380m

付近の谷間の平坦地である No.2 でワインレッドに透

き通る黒曜石原石と石器の表層集中を確認した（写真

13）．そこから北側の斜面を登り，No.3 地点においては

ワインレッドに透き通る黒曜石原石と残核，白く濁るよ

うに透き通る黒曜石原石を確認した．続いて，No.4 地

点で，流紋岩片を含む黒曜石原石の表層集中を確認した．

　また，標高 1440m 付近の No.5 で凹み状の地形が見受

けられ，ワインレッドに透き通る黒曜石原石とともに，

剥片，残核を確認した．No.6 ではワインレッドに透き

通る黒曜石が産出する露頭を確認している．No.7 の斜

面では，原石と石器の分布を確認した．さらに，No.7

地点のすぐ上方の No.8 では，黒曜石製の石器が点在す

る凹み状地形を発見し，No.5 以上に凹み地形がはっき

りと認識できる（写真 14）．

　加えて，No.9 においても平坦なテラス状の地形の直

下に黒曜石製の石器を確認した．No.10 を境として，

No2 ～ No.9 で認められたワインレッド黒曜石の分布は

一度途切れ，沢を上流に向かって登った標高 1500m 付

近で，再び流紋岩を含んだ黒曜石の表層集中が確認され，

No.11 として登録した．No.12 では，それまでの透明な

質感から，不透明で漆黒色へと黒曜石の石質に変化が認

められる．

　No.13 では流紋岩の露頭を（写真 15），No.14 では斜

面上で黒曜石製の石器を確認し，剥片と残核を確認した．

不透明の漆黒色，ワインレッドで透明な黒曜石の両方の

石器を確認している．No.15 は黒曜石の露頭で，球顆を

多く含んだ黒曜石である．

（2）ウツギ沢

　ウツギ沢では，5 箇所の地点を No.16 から 20 として

登録した．No.16 は，ウツギ沢西側の山道直上に位置す

長野県霧ヶ峰地域における黒曜石原産地の踏査報告	⑵
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図 6　星ヶ台地区　No.2-10，No.11-15（萩原沢）の石器
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図 7　星ヶ台地区　No.16-20（ウツギ沢）の石器
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る斜面である．崖錐堆積中に球顆を多量に含む黒曜石原

石が集中的に見られた．No.17 の平坦地では，黒曜石製

の石器とともにワインレッドに透き通る黒曜石原石を確

認した．No.18・19 地点では黒曜石の露頭を確認してお

り，多量の黒曜石原石が認められた（写真 16）．No.16

の南側，No.20 の平坦地では表層に黒曜石製の石器を確

認し，ワインレッドに透き通る黒曜石原石も確認できた．

2-2-2　資料の特徴　

（1）原石の特徴

　星ヶ台地区でも多数の資料を確認した（表 2）．萩原

沢の No.2 から No.10（Hd-6）では，透明 2 の黒曜石が

主体となる（写真 6）．原石の形状は，角礫状を呈すも

のが主体となり，亜角礫状のものは少量である．石質の

特徴としては，光沢のある擦りガラス状の礫面で球顆を

含むことや礫面に縞状で灰色の模様がみられる点が挙げ

られる．また，No.2 から No.5 では，透明 2 の原石以外

にも，少量ながら透明 3 の原石も確認している．透明 3

の原石は，白色の縞状模様があり，白く濁ったような色

の礫面が特徴である．

　No.11 から No.15（Hd-8）では，漆黒 2 のものが主体

となる（写真 7）．形状は，角礫状を呈すものが主体と

なる．礫面はざらつく表皮に覆われ，灰色の縞状模様が

認められる．また No.12 と No.14 では，漆黒 2 の黒曜石

原石だけでなく，透明 2 の原石も確認している（同写真

左の上中段）．

　ウツギ沢の No.16 から No.20（Hd-5）では，透明 1 が

主体で，透明 2 が次ぐ（写真 8）．透明 2 の原石の形状

は，角礫，亜角礫状を呈すものが主体となる．石質は球

顆を含むことや礫面に灰色の縞状模様が認められる点が

特徴である．また No.18 では，透明 2 の原石は確認でき

ず，透明 1 の原石のみが認められ，崖錐堆積中に産出し

ている．白色の球顆を多量に含む点や，礫面がざらつか

ず，節理面状の表皮に覆われている点が特徴である．

（2）石器の特徴

　No.2-10 地点では，透明 2 と透明 3 の原石が産出して

おり，これを利用した多数の剥片，残核を確認すること

ができた（図 6 の 16 ～ 21 ; 写真 6 左下）．いずれも光沢

のある擦りガラス状の礫面を有した角礫を素材としてい

る．幅広状の剥片が主体であるものの，縦長状の剥片を

剥離した痕跡をもつ残核も認められる（同図 20・21）．

ほとんどの資料が自然面を打面としており，明確な打面

調整は施さず，素材とした原石形状を活かして幅広，縦

長の剥片を剥離しているものと捉えられる．20 は平坦

な自然面を打面として，小形の縦長状剥片を同方向か

ら連続的に数枚剥離している．21 は上下両端の平坦な

自然面に打面を設けて縦長状の剥片を剥離している． 

No.2 に 1 点のみ，透明 1 とした黒曜石製の剥片を確認

した（同図 15）．他産地産と認められるのはこの 1 点の

みである．

　No.11-15 地点では，透明 2 の原石とともに漆黒 2 とし

た不透明な黒曜石が斜面に多量に分布しており，これを

利用した剥片，残核を数点確認した（同図 22・23 ; 写

真 7）．22 と 23 は光沢のある擦りガラス状の礫面を有し

ており，亜角礫で板状の原石を素材としている．いず

れも幅広の剥片を数枚剥離していることが捉えられる．

No.14 に 1 点のみ透明 5（ブルーブラック）とした黒曜

石製の残核を確認した（写真 7 左下）．透明 5 は星ヶ塔

地区に多く認められる黒曜石であり，今後，同黒曜石の

分布がいかなる地理的範囲に認められるのか，悉皆的に

調べていく必要がある．

　No.16-20 地点では，No.18 で崖錐堆積中に透明 1 の黒

曜石原石が産出しているものの，それを利用した石器は

認められず，透明 2 とした黒曜石製の剥片 1 点のみを確

認した（図 7 の 29）．一方，No.17 では透明 2 の黒曜石

製の剥片，残核を多数確認し（図 7 の 24 ～ 28・30 ～

33），透明 3 と透明 5 とした黒曜石製の剥片も 1 点ずつ

認められた（写真 8 左下）．このうち，透明 2 と透明 3

は原石も含んで多数確認されることから，今後，本地点

周辺で露頭などの供給源が発見される可能性もある．現

時点では No.18 に崖錐堆積中の産状しか確認できていな

いので，透明 1 とした黒曜石以外は他産地産のものとし

て判断した．図 7 の 30 ～ 33 の残核は，いずれも光沢の

ある擦りガラス状の礫面を有した角礫状の原石を用いて

いる（写真 8 右の中段）．原石の長軸を横位に用い，平

坦な面一面のみを剥片剥離作業面として幅広の剥片を数

枚剥離していることがわかる．いずれも打面調整は認め

らない．
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3．霧ヶ峰地域における黒曜石原産地の位置と
地質・産出状況の新知見

3-1　地質・産出状況の整理

　本研究では，和田峠流紋岩類の分布範囲を中心とした

踏査を実施し，結果，新たな黒曜石の産出地点を男女倉

南地区より 9 箇所（Os-4 ～ Os-12；図 8），星ヶ台地区

より 3 箇所（Hd-5 ～ 8；図 8）見いだした．なお，ここ

で言う産出地点とは，ある範囲にまとまりをもって散在

する黒曜石の原産地（原石）の地点のことであり，その

広がり方は地点ごとに様々である．

　黒曜石の原産地を取りまとめるにあたり，まず，原産

地を原地性原産地と異地性原産地に分けることとした．

そして，原地性原産地は，さらに岩脈や砕屑性・火砕性

の礫岩中，すなわち露頭として産するものと，尾根や斜

面の表層に数百点以上の礫として密集し，地質学的に原

地性のもの（露頭に準じるもの）として判断できるもの

に分けた．一方，異地性原産地は，もっぱら河床，尾根，

谷床，斜面などの表層に，まばらに散在しているものや，

崖錐堆積物中の礫として産し，地質学的に異地性と判断

できるものとした．なお，ここでは，原石としての黒曜

石を扱うこととし，しばしば原産地の地点において産す

る黒曜石製石器とは区別した．

　男女倉南地区では，及川ほか（2013，2014）において，

Os-1 から Os-3 の原産地が既に報告され，本研究によ

り，新たに Os-4 から Os-12 の原産地を確認した．Os-4

と Os-6 の地点は，尾根の表層に細礫から粗中礫として

連続して産する．また，尾根沿いの鉄塔付近では，風化

により細礫化した黒曜石がしばしば見られる．さらに，

Os-6 から Os-5 の上流に向かって，そして，さらにその

上流に向かって，細礫から粗中礫状の黒曜石が河床や斜

面に散在する．これら地域の黒曜石は，基本的には，局

所的にガラス化した流紋岩溶岩の一部が崩れ，流されて

長野県霧ヶ峰地域における黒曜石原産地の踏査報告	⑵

図 8　鷹山火山岩類・和田峠流紋岩の分布範囲と，黒曜石原産地の位置関係
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いったものと想定される．

　一方で，Os-4 から Os-6 にかけての尾根を西に越えた，

Os-9 から Os-12 にかけては，河床や斜面上に粗中礫か

ら大礫状の黒曜石が産する．また，林道沿いの斜面にお

いては，崖錐中にそれらが集中して産する様子も観察さ

れる．これらの産状とその規模から，おそらく，この斜

面には南北方向に延びる黒曜石の十数メートル規模の岩

脈が存在しているものと想定される．その上流の Os-8

は，それらとは一転して，細礫から細中礫状の黒曜石が

河床や斜面に少量散在する程度になる．この地域では，

白色の粘土状に風化した火砕性の礫岩の露頭が確認さ

れ，その中に，細礫から細中礫状で亜角礫の黒曜石が見

られる．このことから，この上流地域の黒曜石は，この

火砕性の礫岩に由来したものと判断される．なお，これ

ら地域の黒曜石の原石の外見は，特に粗中礫状のものは，

いずれも細かい球顆を含み男女倉北地区にみられるもの

に類似する（透明 1）．

　男女倉北地区と尾根を挟んだ Os-7 は，細礫から細中

礫状の黒曜石が河床や斜面に数点散在する程度であり，

分布範囲や産状からそれらの供給源を想定することは

難しい．また，Os-4 から Os-12 が位置する地点は，図 8

に示す地質図では鷲ヶ峰火山岩や霧ヶ峰火山岩類が分布

し，鷹山火山岩類や和田峠流紋岩の分布範囲からは外れ

ている．ただし，山崎ほか（1976）で示される地質図に

おいては，これら地域も和田峠流紋岩の分布範囲として

示されており，実際の鷹山火山岩類もしくは和田峠流紋

岩の分布範囲は，これら地域にも達している可能性が高

いと言える．

　星ヶ台地区では，先行研究により Hd-1 から Hd-3 の

地点が既に報告され，本調査により新たに Hd-5 ， Hd-6，

Hd-8 の地点を確認した．Hd-5 では，林道の切り通しに

見られる崖錐中の細中礫から粗中礫として産し，その外

観は，男女倉北や男女倉南地区にて見られる細かな球顆

を含むものに類似する（透明 1）．また，崖錐中に数百

点以上密集して産出するなど，この種の黒曜石の大規模

な露頭が近隣に存在すると想定される．Hd-6 と Hd-8 の

地点も同様，斜面や河床に細中礫から粗中礫として多量

に産し，特に Hd-6 の地点においては，数十メートルの

範囲にわたって，数百点以上の無数の細中礫から粗中礫

が集中する．ただし，この地域の黒曜石の外観は，Hd-5

のものとは大きく異なり，球顆が少なく透明度が高いと

いう特徴を持つ（透明 2）．これらのことから，Hd-6 の

地点の直上か直下には，Hd-5 とは別の大規模な岩脈状

あるいは溶岩が存在し，それが数百メートルにわたって

北西方向に広がっていると想定する．なお，Hd-8 付近

に無数の細礫状の黒曜石を含む流紋岩の露頭が存在する

が，Hd-6 に見られる産状と比べ，まったく異なった規

模である．

3-2　小　　結

　本研究における踏査により，黒曜石の原産地の位置と，

鷹山火山岩類・和田峠流紋岩の分布範囲の関係がさらに

明確となった．また，図 8 の地質図で示される鷹山火山

岩類・和田峠流紋岩の分布範囲を改めて検討することが

必要となった．鷹山火山岩類と和田峠流紋岩に関する地

質調査を実施するとともに，原産地地点をさらに押さえ

ていくことで，原地性の黒曜石原産地と異地性の黒曜石

原産地の地理的関係をより明確に追究していくことがで

きると考える．

4．まとめと今後の課題

4-1　踏査の成果

　本報告によって，和田峠流紋岩内外の既存の原産地と

遺跡の理解に更新すべき点を指摘し得た．主な成果とし

て，考古学的には，新たな原産地とそれに対応した遺跡

を発見し，従来の遺跡分布の空白地帯を埋めることがで

きた．今回の踏査によって新たに発見した 7 箇所の遺跡

の存在によって，原産地もしくは原産地遺跡の状況は以

下の 5 つのパターンとして認識することができる．なお，

7 箇所の原産地遺跡には，その場所に産出していない黒

曜石，つまり他の原産地産の黒曜石製石器が必ず認めら

れる点は第一に重要な所見である．

　①露頭や表層集中といった原産地が認められ，そこで

採取可能な原石を主体的に用いた石器作りの痕跡，

すなわち遺跡の形成が認められる地点（男女倉南

No.3-6，No.34-38，星ヶ台 No.2-10，No.11-15）．

　②露頭や表層集中といった原産地が認められ，そこで
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採取可能な原石よりも，他の原産地産の黒曜石を主

体的に用いた石器作りの痕跡が認められる地点（男

女倉南 No.10-12）．

　③露頭や表層集中といった原産地が認められるもの

の，そこで採取可能な原石を使用せず，他の原産地

産の黒曜石による石器作りの痕跡が認められる地点

（男女倉南 No.29-32，星ヶ台 No.16-20）．

　④露頭や表層集中といった原産地が認められるもの

の，石器作りの痕跡を残していない地点（男女倉

No.16，No.18-25，No.26-28，No.33，Os-2・5・6・

11）．

　⑤露頭や表層集中といった原産地ではなく，原産地と

原産地，もしくは原産地とその他の地点を取り結ぶ

ルート上の地点にも遺跡の形成が予測される．これ

は①～④の状況から推定される遺跡である．

　①の遺跡では，男女倉南地区の No.3-6 において，表

層に分布する橙褐色の黒曜石原石を主体的に利用し石器

を製作しており，この橙褐色黒曜石に対応した原産地遺

跡と言えるものの，ワインレッドに透き通る黒曜石製の

石器が数点認められる．同地区 No.34-38 では漆黒 1 と

した不透明の黒曜石原石が表層に分布しており，これに

対応した原産地遺跡であると言える．3 点のみであるが，

透明 1 とした球顆を少量含み光沢のある黒曜石を利用し

た残核を確認している．

　星ヶ台地区の No.2-10 は，透明 2 としたワインレッド

に透き通るものと，透明 3 とした白く濁るように透き通

る黒曜石原石に対応した原産地遺跡であると言える．1

点のみではあるが，透明 1 とした球顆を多量に含み光沢

のある黒曜石製の剥片を確認している．このうち，地表

面からの観察による地形の特徴と黒曜石原石と石器の分

布状況から，No.5 地点と，No.8・9 地点は縄文時代の黒

曜石採掘址である可能性を指摘できる．

　星ヶ台地区の No.11-15 では，透明 2 としたワインレッ

ドに透き通る黒曜石と漆黒 2 とした球顆の入った不透明

な黒曜石原石が表層に分布しており，これに対応した原

産地遺跡であると言える．1 点のみであるが透明 5 とし

たブルーブラックの黒曜石製の残核を確認している．

　②の遺跡とした男女倉南地区の No.10-12 においては，

表層に分布する透明 1 とした球顆の入った黒曜石原石を

石器に利用しているものの，ワインレッドに透き通る黒

曜石に加え，透明 3 とした白く濁るもの，透明 4 とした

無色に透き通るもの，透明 5 とした青暗く透き通るもの

（ブルーブラック）といった多様な黒曜石を石器に用い

ており，特徴的である．

　③の遺跡では，男女倉南地区の No.29-32 には透明 1

と橙褐色の原石が，星ヶ台地区の No.16-20 には透明 1

の原石が産出しているものの，石器に利用している状況

は今回の成果では認められなかった．両地点にはいずれ

もワインレッドに透き通る黒曜石製の石器が認められ，

さらに星ヶ台 No.16-20 には透明 3 と透明 5 の石器も認

められる．石器もしくは原石が異なる原産地間で持ち運

ばれる状況を示しており，いわゆる原産地遺跡の内容や

原産地遺跡間のつながりの検討が必要であることを提言

できる．とりわけ，ワインレッドに透き通る良質の黒曜

石製石器が異なる原産地にも認められる傾向にある点は

今後の課題を進める上で重要であると考える．

　④の原産地では，採集できる原石が，目的の石器にか

なう大きさ，質を満たしていなかったものと判断される．

男女倉南地区の No.18-20，No.21-25 では石器製作に耐え

うると考えられる大きさの原石が採集できるが，石器は

確認できなかった地点である．透明 1 とした黒曜石であ

るが球顆を多量に含むものであり，石質の面で選択され

なかったのかも知れない．

　最後に，⑤の遺跡の存在を予測することで，いわゆる

原産地と呼ばれる場所，地域においても，その性格は一

様ではないという考えを提示し得る．

　地質学的な成果としては，新たな黒曜石の産出地点を

男女倉南地区より 9 箇所，星ヶ台地区より 3 箇所見いだ

すことができた．男女倉南地区で新たに認識した地点か

ら産出する黒曜石（透明 1）は，男女倉北地区の高松沢

周辺のものと共通した質感を有しており，星ヶ台地区

で新たに認識した地点から産出する黒曜石（透明 2）は

星ヶ台遺跡周辺のものと共通した質感を有している．今

回の新知見によって従来の理解や認識を改める必要があ

り，いずれも従来知られていた原産地との間における地

質学・岩石学的な情報の整理が必要であることを提言で

きる． 

　また，このうち男女倉南の Os-1・8 以外は既存の地質
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図で示される鷹山火山岩類・和田峠流紋岩の分布範囲か

ら外れた産出地点（原産地）であり，和田峠流紋岩と鷹

山火山岩類の分布範囲の再考と，両者の関係の考察に新

たな課題を提示することができた．

　さらに，産出状況においても原地性の原産地と異地性

の原産地に分けて理解した．原地性原産地は，岩脈や砕

屑性・火砕性の礫岩中，すなわち露頭として産するもの

と，尾根や斜面の表層に数百点以上の礫として密集し，

地質学的に原地性のもの（露頭に準じるもの）として判

断できるもの．異地性原産地は，河床，尾根，谷床，斜

面などの表層にまばらに散在しているものや，崖錐堆積

物中の礫として産する地点とした．

4-2　今後の課題と展望

　本報告によって，原産地もしくは原産地遺跡のつなが

りを解明していくためのひとつの課題を明確にできたも

のと考える．つまり，黒曜石原石が産出するまさにその

場所に人類活動の痕跡が残されていたとしても，そのす

べてを一言で「原産地遺跡」として一括りに認識するこ

とはできない．原産地，もしくは原産地遺跡と認識した

場所において，その具体的な内容を議論し，発掘調査に

よって明らかにしていくことが望まれる．そして，まず

はその議論のための土台や研究上の基盤を作る必要があ

ると考える．

　上記でまとめた遺跡の存在は，その多くが縄文時代以

降の特定の時期を示すと考えられる遺物（石器）から推

定されるものであるが，旧石器時代を含む先史時代全体

を念頭に置いたとき，周辺遺跡でどのような原石をどの

ような石器に利用しているのか，いわゆる消費地遺跡で

の時期，地域ごとの利用状況を原産地もしくは原産地遺

跡にフィードバックして検討する必要がある．そして原

産地においては，原産地周辺の景観の長期的な変化と人

類活動との関連を，旧石器時代と縄文時代の接点として

追究することが一つの有効な方法になると考えている

（安蒜ほか 2005; 島田ほか 2006）．

　今後，今回の踏査によって露頭などの供給源の存在が

予測された，男女倉南地区本沢上流部や星ヶ台地区ウツ

ギ沢左岸についてさらに踏査する必要がある．あわせて，

和田峠流紋岩の内部と岩体境界部，さらには和田峠流紋

岩の分布の外についても悉皆的に踏査を継続し，鷹山火

山岩類その他岩体との関係を捉えていく必要がある．

　展望として，さらに空白地を埋めていくことを通じて，

従来の点的な原産地の理解，つまり独立した沢筋ごとの

理解から，同じ標高の岩層としての黒曜石産出地点の理

解が果たされる可能性がある．本研究の目的と方法を継

続的に活かし原産地もしくは原産地遺跡の認識を更新し

ていくことを通じて，霧ヶ峰地域全体の黒曜石原産地

マップをより完成度の高いものにしていく所存である．
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写真 １0　男女倉南 No.10 の踏査風景

写真 １2　男女倉南 No.31 の原石分布状況写真 １１　男女倉南 No.22 の黒曜石・流紋岩の分布状況

写真 9　男女倉
南 No.3 の 踏 査
風景（崖錐中の
黒曜石）

写真 １4　星ヶ台 No.8 の凹み状地形（北から撮影）写真 １3　星ヶ台 No.2 の石器確認場所

写真 １6　星ヶ台 No.18 の黒曜石露頭（崖錐中）写真 １5　星ヶ台 No.13 の流紋岩露頭中の細粒黒曜石

長野県霧ヶ峰地域における黒曜石原産地の踏査報告	⑵
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the Omegura-minami and Hoshigadai obsidian sources

Minoru Oyokawa 1*, Yoshimitsu Suda 2

Kiyoshi Miyasaka 3, Kenji Imada 1

 Yuya Kawai 1, Syunsuke Kawachi 1

Hirotoshi Tsunohara 1, Syo Fujikawa 1

Yuka Takamura 1, Tomoka Nada 1

Takahiro Nomura 1 and Yui Fujiwara 1

Abstract

This paper presents the results of a field survey of the obsidian sources in the Kirigamine region of the central 

highlands in Nagano, Japan. Our main research objective is to develop a model of the prehistoric exploitation of obsidian 

sources that would correlate with the consumption patterns observed at sites distant from the sources.

During the general field survey we found both geological raw materials (nodules) and archaeological artifacts 

at the Omegura-minami and Hoshigadai obsidian sources. With regard to the geological raw materials, we found in 

nine locations of Omegura-minami obsidian sources, and three locations of Hoshigadai obsidian sources. As far as 

archaeological artifacts are concerned, we found four sites at the Omegura-minami obsidian sources, and three sites at the 

Hoshigadai obsidian sources. 

The source seems to have been used during the Upper Palaeolithic and Jomon periods, as indicated by the tool types 

found in situ. Additionally, we identified many surface depressions at the Hoshigadai obsidian sources which suggest 

possible obsidian mining activity. 

The results shed new light on obsidian distribution and procurement patterns at the obsidian sources of the 

Kirigamine region. Therefore, in the future, we need to continue to compose a more complete map of obsidian sources and 

archaeological sites.
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